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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 材 料 に 接 触 す る 粉 砕 器 の 表 面
が 、 ニ オ ブ 若 し く は そ の 合 金 、 そ の 酸 化 物 、 そ の 窒 化 物 、 又 は 少 な く と も １ 種 の ド ー パ ン
ト を 伴 う ニ オ ブ を 有 し 、 材 料 が ニ オ ブ ゲ ッ タ ー 材 料 、 酸 化 ニ オ ブ 、 酸 素 が 減 少
し た 酸 化 ニ オ ブ 又 は そ れ ら の 組 み 合 わ せ で あ る 、 材 料 の サ イ ズ を 小 さ く す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 粉 砕 器 の 前 記 接 触 表 面 が 、 １ 又 は 複 数 の ア ー ム 、 粉 砕 媒 体 、 及 び 粉 砕 器 自 身 の 接 触
表 面 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 表 面 が 、 ニ オ ブ で コ ー テ ィ ン グ さ れ て お り 、 又 は 前 記 粉 砕 器 の 表 面 に 結 合 て い
る 金 属 ニ オ ブ の プ レ ー ト で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 粉 砕 媒 体 が 、 ニ オ ブ で コ ー テ ィ ン グ さ れ て い る １ 若 し く は 複 数 の ボ ー ル 、 又 は 完 全
に ニ オ ブ で 作 ら れ て い る １ 若 し く は 複 数 の ボ ー ル で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 粉 砕 器 及 び 粉 砕 媒 体 の 接 触 表 面 に 存 在 す る ニ オ ブ の 量 が 、 粉 砕 処 理 の 間 に ニ オ ブ 以
外 の 下 側 表 面 が 前 記 材 料 と 接 触 し な い よ う に す る の に 充 分 な 量 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 粉 砕 器 及 び 粉 砕 媒 体 の 接 触 表 面 の ニ オ ブ の 厚 さ が 、 複 数 の ロ ッ ト に わ た っ て 反 復 的
な 粉 砕 を 行 え る よ う に す る の に 充 分 な 厚 さ で あ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 接 触 表 面 上 の ニ オ ブ の 厚 さ が 、 約 １ ｍ ｍ ～ 約 １ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 初 期 酸 化 ニ オ ブ 及 び 前 記 ゲ ッ タ ー 材 料 を 、 同 じ 粉 砕 器 に お い て ほ ぼ 同 時 に 粉 砕 す る
、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 粉 砕 が 段 階 的 な 粉 砕 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 粉 砕 が 、 第 １ の サ イ ズ の 少 な く と も １ つ の 粉 砕 媒 体 に よ る 粉 砕 と 、 そ の 後 の 、 前 記
第 １ の サ イ ズ の 粉 砕 媒 体 よ り も 小 さ い 第 ２ の サ イ ズ の 粉 砕 媒 体 で の 粉 砕 を 含 む 、 請 求 項 １
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 粉 砕 が 、 第 １ の ボ ー ル 直 径 の 少 な く と も １ つ の ボ ー ル に よ る 粉 砕 と 、 そ の 後 の 、 前
記 第 １ の ボ ー ル の 直 径 よ り も 小 さ い 直 径 の 少 な く と も １ つ の ボ ー ル で の 粉 砕 を 含 む 、 請 求
項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 粉 砕 が ２ 又 は そ れ よ り も 多 く の 粉 砕 段 階 を 含 み 、 そ れ ぞ れ の 続 く 粉 砕 に お い て 、 前
の 粉 砕 段 階 よ り も 小 さ い サ イ ズ の 粉 砕 媒 体 を 使 用 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 材 料 が 、 少 な く と も １ 種 の バ イ ン ダ ー 、 分 散 剤 、 溶 媒 、 界 面 活 性 剤 、 滑 剤 又 は そ れ
ら の 組 み 合 わ せ と 共 に 存 在 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 酸 素 が 減 少 し た 酸 化 ニ オ ブ が 、 少 な く と も １ 種 の バ イ ン ダ ー 、 分 散 剤 、 溶 媒 、 界 面
活 性 剤 、 滑 剤 又 は そ れ ら の 組 み 合 わ せ と 共 に 存 在 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 第 １ の サ イ ズ の 粉 砕 媒 体 で 材 料 を 粉 砕 し 、 そ し て そ の 後 で 、 前 記 第 １ の サ イ ズ よ り も 小
さ い 第 ２ の サ イ ズ の 粉 砕 媒 体 で 前 記 材 料 を 粉 砕 す る こ と を 含 み 、 前 記 材 料 が ゲ ッ タ ー 材 料
、 初 期 酸 化 ニ オ ブ 、 酸 素 が 減 少 し た 酸 化 ニ オ ブ 又 は そ れ ら の 組 み 合 わ せ を 含 む 、 材 料 の 粉
砕 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ の サ イ ズ の 粉 砕 媒 体 及 び 前 記 第 ２ の サ イ ズ の 粉 砕 媒 体 が 粉 砕 ボ ー ル で あ る 、 請
求 項 １ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 材 料 が 前 記 第 １ の ボ ー ル の 直 径 の 約 １ ／ １ ０ 以 上 で あ る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 材 料 が 前 記 第 １ の ボ ー ル の 直 径 の 約 １ ／ １ ０ ０ ～ 約 １ ／ １ ０ ０ ０ に な っ た と き に 、
前 記 第 １ の 直 径 の ボ ー ル を 前 記 第 ２ の 直 径 の ボ ー ル で 置 き 換 え る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 第 ２ の 直 径 の ボ ー ル が 、 前 記 材 料 の サ イ ズ の 約 １ ０ 倍 よ り も 小 さ い 、 請 求 項 １ ５ に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 直 前 の 粉 砕 工 程 よ り も 更 に 小 さ い サ イ ズ の 粉 砕 媒 体 を 使 用 す る 少 な く と も １ つ の 追 加 の
粉 砕 工 程 を 更 に 含 む 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 材 料 が 前 記 第 １ の 直 径 の ボ ー ル の 約 １ ／ １ ０ ０ ～ 約 １ ／ １ ０ ０ ０ に な っ た と き に 、
前 記 第 １ の 直 径 の ボ ー ル を 前 記 第 ２ の 直 径 の ボ ー ル で 置 き 換 え る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 第 ２ の 直 径 の ボ ー ル が 、 前 記 材 料 の サ イ ズ の 約 １ ０ 倍 よ り も 小 さ い 、 請 求 項 ２ １ に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 材 料 に 接 触 す る 粉 砕 器 の 表 面 が 、

金 属 若 し く は そ の 合 金 、 そ の 酸 化 物 、 そ の 窒 化 物 、 又 は 少 な く と も １ 種 の ド ー パ ン ト
を 伴 う 前 記 金 属 を 有 し 、 前 記 材 料 が ゲ ッ タ ー 材 料 、 金 属 酸 化 物 、 酸 素 が 減 少 し た 金 属
酸 化 物 又 は そ れ ら の 組 み 合 わ せ で あ る 、 材 料 の サ イ ズ を 小 さ く す る 方 法 。
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【 請 求 項 ２ ４ 】
　 第 １ の サ イ ズ の 粉 砕 媒 体 で 材 料 を 粉 砕 し 、 そ し て そ の 後 で 、 前 記 第 １ の サ イ ズ よ り も 小
さ い サ イ ズ の 粉 砕 媒 体 で 前 記 材 料 を 粉 砕 す る こ と を 含 み 、 前 記 材 料 が ゲ ッ タ ー 材 料 、 初 期
金 属 酸 化 物 、 酸 素 が 減 少 し た 金 属 酸 化 物 又 は そ れ ら の 組 み 合 わ せ で あ る 、 材 料 の 粉 砕 方 法
。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 ゲ ッ タ ー 材 料 を 初 め に 前 記 粉 砕 器 に 導 入 し 、 所 定 の 期 間 に わ た っ て 粉 砕 し 、 そ し て
そ の 後 で 、 前 記 初 期 酸 化 ニ オ ブ を 前 記 粉 砕 器 に 導 入 し 、 前 記 ゲ ッ タ ー 材 料 と 前 記 酸 化 ニ オ
ブ と を 共 に 粉 砕 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 ゲ ッ タ ー 材 料 の サ イ ズ が 約 １ ～ 約 １ ０ μ ｍ に な っ た 後 で 、 前 記 初 期 酸 化 ニ オ ブ を 前
記 粉 砕 器 に 導 入 す る 、 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 Ｄ １ ０ 、 Ｄ ９ ０ 又 は そ れ ら 両 方 が Ｄ ５ ０ の ２ ５ ％ 以 内 で あ る 粒 度 分 布 を 有 す る 、 酸 化 ニ
オ ブ 、 ゲ ッ タ ー 材 料 又 は 酸 素 が 減 少 し た 酸 化 ニ オ ブ か ら 選 択 さ れ る 材 料 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 粒 度 分 布 が 、 Ｄ １ ０ 、 Ｄ ９ ０ 又 は そ れ ら 両 方 が Ｄ ５ ０ の ２ ０ ％ 以 内 で あ る 粒 度 分 布
で あ る 、 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 材 料 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 粒 度 分 布 が 、 Ｄ １ ０ 、 Ｄ ９ ０ 又 は そ れ ら 両 方 が Ｄ ５ ０ の １ ０ ％ 以 内 で あ る 粒 度 分 布
で あ る 、 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 材 料 。
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